
　　Leica 電子レベル観測データ処理システム

● Leica 電子レベル観測データ処理システムの概要

　　Leica 電子レベルで観測したデータを RS232C で取り込みます。

　　Leica ＧＳＩ形式で取り込んだ、測点・距離・視準高のデータを表形式で

　　表示・編集可能とし、手簿に反映します。

　　編集したデータは、Leica ＧＳＩ形式で保存されます。

　　また複数路線の、路線の往路開始・復路開始・終了を表上で指示し、

　　ヘッダー情報（観測者名・観測時間・天候等）を登録できます。

　　水準手簿以外に、横断・縦断も対応しています。

　　編集データは、ＧＳＩ形式ですのでNA2000シリーズと共通利用できます。

　　Leica電子レベル SPRINTER・DNA・NAシリーズすべてに対応しています。

■  システムメニュー ■

初期設定として通信条件の設定とデータ登録ドライブの設定を行います。
通信条件の設定・登録ドライブの設定の文字をマウス左クリックで実行できます。
設定を変更する場合は、再度、文字をマウス左クリックで変更可能です。
以後、観測データ取込み・編集・手簿出力を実行できます。



　　　■ 初期設定 ■

● 通信条件の設定

ボーレートからストップビットは、電子レベルの通信設定と同じ設定にします。
シリアル接続する場合、コンピュータの通信ポートサポート番号を選択します。

● 登録ドライブの設定

データを登録するフォルダーの選択設定をします。
新規のフォルダーは、エクスプローラー等で作成しておきます。



● 観測データ取込み及びファイル登録

電子レベルとRS232Cケーブルで、シリアル接続による観測データ取込みを行います。
コンパクトフラシュ等のメモリーから直接読込める機種では、この処理は、不要です。

受信開始を実行すると、この画面になります。
「はい」で下の保存する任意のファイル名の入力後、
指定したファイル名で受信とデータ登録します。
「いいえ」でデータ保存しないで、受信します。



● 観測データファイルの確認・編集

Leica ＧＳＩ形式 のデータを直接編集する場合に、使用します。
間違って編集すると、観測データとしての認識が、無くなってしまいます。
通常は、データ内容の確認のみで、実際の編集は、各手簿編集で実行します。

● 水準観測手簿の編集・印字出力

路線の区切り（開始点・終了点）をマウス左クリックで指定します。（再クリックで消去）
往復観測の場合、復路開始点の指定、さらに固定点の指定も可能です。
この画面で視準点名の編集が可能です。「次へ」で観測情報編集・手簿の選択となります。



● 縦断観測手簿の編集・印字出力

水準観測手簿の編集と同様ですが、縦断・横断では、距離の編集が可能です。

● 横断観測手簿の編集・印字出力



● 観測情報編集・手簿の選択　（水準）

タイトル項目を入力選択すると手簿のヘッダー情報として登録・印字します。
計算書の少数以下の印字桁数は、2～4桁の選択が可能です。
縦断・横断のSIMA共通フォーマｔット出力では、観測データ・成果データに対応しています。
計算書タイプで、補正計算付を選択すると至点高さの入力が可能となり補正計算をします。
手簿出力不要の路線は、選択チェックを左クリックしチェックをはずしておきます。

● 観測情報編集・手簿の選択　（縦断）

上記の水準と同様ですが、計算書タイプが異なります。
計算書タイプで成果表までを選択すると、観測手簿のほか、手簿計算簿・成果表を出力します。

● 観測情報編集・手簿の選択　（横断）

器械設置点のセンターから離れ距離を右側プラスで入力します。



● 印刷設定　（印刷する文字サイズとフォント・上下左右の余白設定等）

使用プリンタ：　接続されている使用するプリンタを選択します。

用紙サイズ：　選択可能

印字方向：　縦・横

フォントサイズ：　8～13ポイント指定可能

フォント名：　ＭＳ明朝・ＭＳゴシック指定可能

印字行間：　空ける・詰める

用紙余白：　上下左右の余白をmm単位で設定します。

設定条件を保存するにチェックを入れると、次回以降も変更した値となります。

「プレビュー」クリックで、次ページ以降のプレビュー画面出力します。

「プリンタ印字」クリックで、選択したプリンタへ印刷出力します。

「ファイル登録」クリックで、登録ファイルを指定後ワード形式で保存できます。

「終了」クリックで、システムメニューに戻ります。



● 水準測量観測手簿



● 横断測量観測手簿



● 縦断測量観測手簿　～　成果表


